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令和５年度 通所リハビリテーション 事業計画（案） 

 

基本方針 ・安心と信頼 

・笑顔とチームワーク 

重点項目 ・感染症対策「恵の杜は新型コロナウイルスに負けない」を合言葉にできる

ことを全力で行う。手指衛生の徹底、マスク着用の徹底、換気の徹底、密に

ならないように密集対策の徹底、消毒・清掃の徹底、ご利用者・職員の体調

管理の徹底、ガウンテクニック等の感染対策研修会の開催 

※上記の７項目を引き続き、徹底していく。 

・高齢者事業 

２０２４年介護・医療保険の同時改定が実施され、さらなる厳しい経営状

況が予想されている。地域に選ばれる通所リハビリテーションになるために、

強みである「利用者の気持ちを察することができる職員」、「医学的・社会的

手段を用いた個別リハビリテーションの提供」を通所リハビリテーションの

2 本柱としていく。 

新しい時代へ向かって歩みはじめる年にするために職員一丸となって事業

運営に携わり、法人の方向性やあるべき姿を求めて組織風土を最高のものに

創り上げていく前向きな行動と知恵が求められる。特に、介護事業に必要な

専門職として根拠に基づくケアができることを目指して行くことが重要であ

り、また、理事長、経営顧問、高齢部長と連携を密にとり、精神論ではなく  

職員自ら１人ひとりが自発的に思考や行動を変えることにより、目でみえる

ような成果（稼働向上、維持）を出していきたい。 

・職員の育成 恵の杜通所リハビリテーションは地域のご利用者・ご家族か

ら愛され、人気の施設とよく耳にする。また、地域の居宅支援事業所から信

頼され、新規利用者の依頼が絶えない事業所である。通所の売りは、ご利用

者を大切にする心を持つ職員の気配り・察することができる職員の心遣いで

ある。「通所の売りはこれから先も上記の点を売りにしていきたい。」令和５

年度は通所として、法人の力を借り、人として人格を磨くことに挑戦をして

いきたい。 

稼働目標 

（利用見込） 

年間利用見込（延べ人数）月４４０名 年間５２８０名 

稼動目標 月平均２２名以上  

年間稼働目標 ５５００／６１２０名（目標／定員） ９１．５％ 

4 月 ２２／２４名 ９１.５％ 10 月 ２２／２４名 ９１.５％ 

5 月 ２２／２４名 ９１.５％ 11 月 ２２／２４名 ９１.５％ 
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6 月 ２２／２４名 ９１.５％ 12 月 ２２／２４名 ９１.５％ 

7 月 ２２／２４名 ９１.５％ 1 月 ２２／２４名 ９１.５％ 

8 月 ２２／２４名 ９１.５％ 2 月 ２２／２４名 ９１.５％ 

9 月 ２２／２４名 ９１.５％ 3 月 ２２／２４名 ９１.５％ 
 

予算 基本 職員について適切な配置になるよう収入と支出のバランスを見なが

ら理事長、経営顧問、部長と考えていくが必要最低人数は確保していく。新

型コロナの脅威、物価高で光熱費の値上がりの中、収入減、支出増になって

いる。節約をしながら、収入増を目指していく。 

事業内容 加齢や疾病などで要支援または要介護の状態になった高齢者が可能な限り

居宅において自らの能力に応じて自立した生活が営めるよう、病院や介護老

人保健施設に通ってリハビリテーションを行い、心身機能の向上や生活機能

の向上を図る介護保険のサービス 

①営業日：月～金（年末年始（１２／３１～１／３を除く） 

②提供時間：９：４５～１６：００ 

③定員２４名 

サービス内容 

（支援内容） 

送迎、入浴、リハビリ、昼食の提供 

その他 季節に応じたレクリエーションの提供 

管理体制 

（組織図） 

 大内施設長（介護老人保健施設 恵の杜 施設長兼務） 

 ↓ 秋元所長代理（管理業務、相談業務、介護業務など） 

 ↓ 菅野副所長（相談業務、介護業務など） 

 ↓ 天野リーダー（介護業務など） 

年間行事 4 月 お花見 

5 月 端午の節句 

6 月 おやつレク（おはぎ） 

7 月 お祭り 

8 月 おやつレク（かき氷） 

9 月 敬老の会 

10 月 文化祭 

11 月 おやつレク（焼き芋） 

12 月 クリスマス会 

1 月 お正月遊び 

2 月 節分 

3 月 おやつレク（ケーキ作り） 

その他  
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